【第二外科復元】
1-1. 甲状腺疾患の合併症として不適切なものを１つ選べ。

a.気道閉塞

b.反回神経麻痺

c.副甲状腺機能亢進症

d.胸管損傷

e.甲状腺クリーゼ

 

1ー3
50歳女性、空腸に15cmの腫瘤がみられ、手術後にGISTと診断された。
三年後、CTで肝両葉に1～3cm大の多発病変10cm下の陰影を認めた。下腹部痛、腹
水をみとめ、腹痛などその他の症状はみとめない。治療の第一選択を一つ選べ。
a　外科的治療
b　imanitib
c　放射線療法
d　化学療法
 

 

1-4.間違った記載はどれか。1つ選べ。
(a)エンドトキシンショックでは、初期では呼吸性アシドーシスがみられる
(b)敗血症性ショックのhyperdynamic

 stateでは末梢血管抵抗が低下する
(c)汚染した挫滅創には創面切除(debridement)が有効である
(d)胆道感染症では大腸菌が原因菌となることが多い
(e)菌交代現象下の生体では真菌感染にも十分注意する
 
 
問題1ー5
 
嫌気性菌感染を考える手がかりになる所見はどれか。正しい組み合わせを選べ。
 
a123、b125、c145、d234、e345
 
1血性分泌物
2緑色の膿
3腐敗臭
4壊死組織の感染
5組織内でのガス産生
 
 
問題2-2

正しいものを選択せよ。

a.McBurney圧痛点とは臍と右上前腸骨稜を結ぶ線上の内側1/3の点である。

b.Blumberg兆候とは炎症が腸腰筋に及ぶことを示唆する所見である。

c.拘扼性イレウスは緊急手術適応となる。

d.鼠径ヘルニアは高齢の経産婦に多く陥頓しやすい。

e.内痔核の主症状は疼痛と出血である。
 
 
2－3　誤っているものはどれか

a)　痔核の好発部位は3,7,11時方向である。

b)　痔瘻は肛門周囲膿瘍に引き続いて起こる。

c)　痔核の治療は薬物療法が第1選択である。

d)　鼠径ヘルニア嵌頓は診断したら直ちに還納する。

e)　糞石を伴う虫垂炎は手術の適応がある。

 
 
2-4
問題９

術後回復過程について間違いはどれか

1.Ⅰ期では心拍上昇、血糖上昇、多尿が見られる。

2.Ⅰ期では腸運動が停止する。

3.Ⅱ期ではサードスペースから水とＮａが戻ってくるので尿量増加が見られる。

4.SIRSは体温、呼吸、血圧、白血球数で診断する。

 
 
 
3-１　胃癌について述べた下記の文章の中で正しいものを２つ選べ。

a.　Virchow転移の有無は直腸診で検索する。

b.　卵巣への転移はDrukenberg腫瘍と呼ばれる。

c.　腸上皮化生（Intestinal metaplasia）は、文化型腺癌の発生母地として重要である。

d.　早期胃癌の術後成績のなかで、五年生存率は70％に達する。

e.　固有筋層（ｍｐ層）まで浸潤していてもリンパ節転移が認められなければ早期癌である

 
 
3-2．正しいものを1つ選べ。

(a)通常の幽門側胃切除術は幽門側の口側で切除する。

(b)早期胃癌でもリンパ節に転移する。

(c)幽門側胃切除術は胃をほぼ半分切除する。

(d)胃全摘術の再建はBillrothⅠ法が一般的である。

(e)十二指腸潰瘍の手術では胃切除をする必要がある。

 
 
４－４（18問目）

そけいヘルニアの合併症で可能性の高いものを選べ

a男性不妊

b睾丸の萎縮・壊死

c大腿静脈損傷

d血腫

e勃起不全

 

 
5-1.食道癌について誤っているものを選べ（複数ある場合は全て記入し、全て正
しい場合は無しと記せ）
a)胸部中部食道に好発する
b)我が国で腺癌が急速に増加している
c)喫煙やアルコールが誘因となる
d)平均発症年齢は55歳前後である
e)死亡率が増加している
 
5-2
1.食道癌ではSCC、CYFRAが高値となる。
2.食道癌の標準術式は3領域リンパ節切除である。
3.早期食道癌に放射線化学療法は有効な治療である。
4.逆流性食道炎は食道腺癌のリスクファクターである。
5.食道癌の内視鏡的粘膜切除術の適応は粘膜下層深層までの癌である
 
 
5-3
40歳女性 数年来のえんげ困難をしゅそに来院 軽快するが進行性である
胃透視で食道胃接合部きょうさく像を認める 考えられる疾患について検査、鑑別診断、治療を書きなさい
 
 
問５－５ 正しいのはどれか。
複数個の場合全て記入し、全て間違っている場合は無しと記せ。
（ａ）シスプラチンには腎毒性がある。
（ｂ）カンプトテシンは下痢に注意する必要がある。
（ｃ）５Ｆｕは骨髄抑制がある。
（ｄ）アドリアマイシンでは心毒性がある。
（ｅ）タキサン系薬剤は間質性肺炎に注意する。
 
 
 

問題６－１（もしかして５－１かも・・・）

Child-Pugh分類に含まれない項目はどれか。

 

a.　腹水

b.　血清アルブミン値

c.　血清ビリルビン値

d.　ICG１５分値

e.　プロトロンビン活性値

 

 
 
 
6-4
門脈圧亢進症の症状として誤っているのはどれか？
a腹水
b全身末梢抵抗値低下
c心拍出量低下
d汎血球減少
e食道静脈瘤
 

 

問７－１

次のうち正しいものを一つえらべ。

a) 膵頭部は上腸間膜動脈の右側である。

b) 膵液には重炭酸塩が多く含まれるため酸性である。

c) Wirsung管とは主膵管のことである。

d) 膵臓の消化酵素を分泌するのは腺房細胞である。

e) 慢性膵炎の原因として最多なのはアルコールである

 

 

 

7の2

正しいもの２つ選べ

１ 糖尿病の増悪で膵がん発見の契機となることがある。

２ 膵頭部がんの黄疸は閉塞性である。

３主膵管の数珠城拡張は膵がんに特徴的な所見である。

４ 膵切除後の近年の５年生存率は５０％である。

５ 膵尾部がんは背部痛などの症状がでるため早期に発見されやすい。

 

 

7-3

正しいものを２つ選べ

 

a.膵癌と腫瘤形成性膵炎の鑑別は困難なことがある。

b.膵管癌の80％以上は乳頭癌である。

c.膵管内乳頭粘液性腫瘍は主膵管型が多い。

d.膵空腸縫合不全は術後出血を惹起し、致命的となることがある。

e.幽門輪温存膵頭十二指腸術後の胃酸排泄遅延は可逆的である

 

 

 

7-4

膵内分泌腫瘍について正しいの2つ選べ。

a.ランゲルハンス島は膵頭部より体尾部に多い。

b.インスリンはα細胞で,グルカゴンはβ細胞で精製される。

c.組織学的に良悪性の鑑別は容易である。

d.グルカゴノーマが最も多く,次いでインスリノーマが多い。

e.ガストリノーマは反復する消化性潰瘍をきたす。

 

 

８ー１
正しいもの。①三管合流部とは総胆管左肝管右肝管が合流すること。②胆石の多くは単純レントゲンで見れる。③胆嚢結石の外科的な治療は摘出する。④胆嚢動脈は固有肝動脈から分岐することが多い。⑤キャロット三角は胆嚢肝総肝管肝下面で囲まれる三角である。
 

 

8－2

胆道癌について正しいのを選べ。

a.膵胆管合流異常と関係がある。

b.高齢の男性に多い。

c.下部胆道癌では、膵頭十二指腸切除術を行う。

d.乳頭部癌では、他の癌に比べ黄疸が早期に現われる。

e.早期胆嚢癌でも肝床部切除を行う

 

 

9-3

40歳女性。マンモグラフィーが呈示してあった。（左に微小石灰化が多々）

 

誤っているものすべて選びなさい。

 

(a)　術前化学療法後の乳房温存手術

 

(b)　超音波ガイド下での左乳房マンモトーム生検

 

(c)　センチネルリンパ節生検による追加腋窩郭清

 

(d)　鏡視下乳房温存手術

 

(e)　術中病理診断結果に基づいた追加切除

 

 

 

 

問題９の５

栄養管理の指標となるデータについて正しいものをえらべ。

a半減期の短い順番にアルブミン、トランスフェリン、プレアルブミン

b半減期の短い順番にプレアルブミン、トランスフェリン、アルブミン

c半減期の短い順番にトランスフェリン、プレアルブミン、アルブミン

 

 

問題１０−１

誤っているものを選べ。

（a）    日齢２の新生児。胎便排出遅延、胆汁性嘔吐、腹部膨満あり。腹部X線写真にてfree airを認めた。緊急手術が必要である。

（b）    鎖こう肛のうち低位型はストーマ造設を必要としないことが多い。

（c）    Hirschsprung病の無神経節腸管は肛門側より連続している。

（d）    低出生体重児は成熟児より新生児壊死性腸炎（NEC）や胎便関連性腸炎（メコニウムイレウス）を発症しにくい。

（e）    鎖こう肛は胎児超音波検査を用いれば出生前診断が容易である。

 

１）全て　２）a,b　３）c,d　４）d,e　５）eのみ

 

 

 

11-3
右半結腸切除術の吻合を図示せよ。

 

 

記述1

Roux en Yを図示

 

記述？

家族性大腸腺腫症における大腸全摘術後の回腸嚢肛門吻合術を図示して説明せよ
 

 

問題？
急性腹症の患者を診察した外科医の態度として不適切な選択肢をすべて選びなさい。
（ａ）患者の状態が良好であったため、確定診断はつかなかったが帰宅させた。
（ｂ）患者の状態が良好であったが、経過観察目的に入院させた。
（ｃ）患者の状態が不良であったため、確定診断はつかなかったが緊急手術を行った。
（ｄ）患者の状態が不良となったので、緊急手術はしなかった。
（ｅ）患者の状態を判定せずに帰宅させた。
 

問題？

誤っているのはどれか。

 

(a) 侵襲の大きさの評価にIL-6を用いる。

(b) 侵襲を伴う時、サイトカイン上昇は、生体維持に不利に作用することがある。

 (c)  IL-1,6は、抗炎症サイトカインと呼ばれる。　

 (d) コルチゾルは糖新生、蛋白分解、脂肪分解作用をもつ

 

 

問題？

次のうち誤っているものを２つ選べ。

総胆管結石ー内視鏡的乳頭切開術

閉塞性化膿性胆管炎ー抗生剤を投与し経過観察

肝門部胆管癌ー肝葉切除＋肝外胆管切除

胆嚢癌ー肝葉切除＋肝外胆管切除

下部胆管癌ー肝外胆管切除＋胆嚢切除

 

 

問題　？

7か月の男児。母親が腹部腫瘤に気付き来院した。右に8cmのmassが見つかった。1-32アミラーゼ高値、黄疸認める。AFP60500ng/ml。術中の写真を示す（写真は開腹のもので中心に腫大した肝臓が載っていた）。誤っているのはどれか。

1.       血中NSEが高値を示す

2.       外科的切除が第1選択だが切除不能の場合は化学療法で腫瘍を小さくしてから切除する

3.        低出生体重児は本疾患の発症リスクが高い

4.       組織型は大部分がhepatoblastomaである。

5.        好発年齢は5歳頃である。

 

問題？
乳癌の診断について正しいものをすべて選べ
 
（a）60歳以上の女性に多く発症する
（b）組織型でもっとも多いのは非浸潤性乳管癌である
（c）非浸潤性乳管癌は微小石灰化像で見つかることが多い
（d）超音波検査をすればマンモグラフィーは必要ない
（e）MRI検査は再発乳癌の診断に有用である
 
問題？

肝細胞癌について誤りはどれか。
a.背景病変として最多はHCV関連肝硬変
b.肝予備能の評価としてICGは有用
c.肝動脈造影にてhypervascular
d.超音波にてモザイク
e.肝移植は禁忌

 

問題？

50才 男性 慢性B型肝炎患者5cm大の単発肝細胞癌が発見された。Child分類はA、ICG15分値10%であった。第1選択となる治療はどれか。
a肝切除
b経皮的エタノール注入
cラジオ波焼却療法
d経カテーテル肝動脈塞栓術
e化学療法

 

問題？

乳癌の治療について間違っているものをすべて選べ
(a)進行癌に対してauchincloss手術を施行した。
(b)早期癌に対して乳房温存術+術後放射線療法を施行した。
(c)術前化学療法により手術を行わずにすむ場合が多い。
(d)センチネルリンパ節転移生検陽性の診断により、術式を乳房切除術に変更した。
(e)術後補助療法の指標としてホルモンレセプターやＨＥＲＡ2の発言程度を用いる。
 

